響き合いと変容 : 《教材分析》あまんきみこ『きつねのおきゃくさま』(小学校二年生) (九州女子大学 創立50周年記念号) by 白瀬 浩司
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生き方を変えたという把握を軸に据えている点で、両者の授業実践は共通する。だ ら、その変容の契機となったひよこたち 言葉の捉え返しの作業も、変容によって（おおかみとの闘 死というかたちで）幕を閉じたきつねの生き方を対象化する作業も同じ位相にあると言えよう。　
こうした把握に異を唱えるつもりはない。だが、もともと絵本





























































































































































































































りゃ、うまそうなにおいだねえ。ふんふん、ひよこに、あひるに、うさぎだな」／「いや、まだいるぞ。きつねがいるぞ」言うなり きつねはとび出した。／きつねの体に、ゆう気がりんりんとわいた。／おお、たたかったとも、たたかったとも。／じつに、じつに、いさましかっ ぜ。／そして、おおかみは、とうと にげていったとさ。／そのばん。／きつねは、はずかしそ にわらっ しんだ。
　






出しになっているこ と、 〈言うなり、きつねはとび出した〉という行動から、こ までの散歩の例からすれば 物陰に隠れて三匹を監視しているという捕食者としての振る舞いの最
さなか
中であったと
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（２
 ）町田盛子「ことばに着目して『きつね』のこころの変化を読み取ろう」 （大越和孝・成家亘宏・藤田慶三編『ことばを見つめる国語の授業』 、三省堂、二〇〇五年） 。
（３
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